
山形県公立高等学校入学者選抜方法改善方針 

 

１ 改善の趣旨 

山形県公立高等学校入学者選抜方法改善検討委員会において、各高等学校が策定し

た「入学者の受入れに関する方針（以下、アドミッション・ポリシーという）」に沿っ

た入学者選抜の実施や受検機会の改善、充足率の向上に向けた本県高等学校入学者選

抜の在り方について検討していただき、その報告書が令和５年 12月に県教育委員会に

提出されました。 

県教育委員会では、その報告書の内容を踏まえ、山形県公立高等学校入学者選抜方

法の改善方針を策定しました。 

 

２ 改善方針 

（１）各高等学校のアドミッション・ポリシーに沿った入学者選抜及び受検機会の改善

に関する対応について 

各高等学校で策定したアドミッション・ポリシーに沿うとともに、学科毎に異なる

受検機会の差をなくすよう改善を図った入学者選抜を、以下の①から③のとおりと

し、令和８年度入学者選抜から実施する。これに伴い、現在実施している推薦入学者

選抜及び一般入学者選抜は廃止する。なお、連携型中高一貫教育を行う県立新庄南高

等学校金山校と県立小国高等学校で実施している「中高一貫教育における連携型入

学者選抜」は前期（特色）選抜に合わせて、継続して実施する。 

 

① 前期（特色）選抜 

○ 実施時期 Ａ日程かＢ日程のいずれかを各高等学校が選択して実施する。 

Ａ日程：大学入学共通テスト実施日以降の直近の火曜日（１月中旬） 

Ｂ日程：２月初め 

○ 募集人員 各高等学校の各学科の定員の５％以上 50％以内とし、各高等学校

の実情を踏まえ、各高等学校で設定することとする。なお、音楽科

及び体育科については、その専門性に鑑み、現行の推薦入学者選抜

と同様、音楽科は 60％程度、体育科は 80％程度とする。 

○ 志願資格 各高等学校の特色及びアドミッション・ポリシーを踏まえ、各高等

学校で設定した要件を満たすとともに、合格内定の場合は入学を確

約でき、中学校等を卒業する見込みの者とする。 



○ 検査内容 各高等学校のアドミッション・ポリシーに合わせ、次に示す検査内

容の中から、各高等学校が１つから３つを選択して実施する。 

ア 個人面接  イ 集団面接  ウ 作文  エ 発表 

オ その他（小論文、実技、口頭試問、学校ごとの学力検査等） 

② 後期（一般）選抜 

○ 実施時期 現行の一般入学者選抜と同じ３月７日に実施する。なお、感染症等

やむを得ない事情により３月７日に受検できない受検者に配慮し、

３月 12日に追検査を実施する。 

○ 募集人員 入学定員から前期（特色）選抜及び中高一貫教育（連携型）におけ

る連携型入学者選抜の合格内定者数、並びに中高一貫教育（併設型）

の併設中学校からの入学予定者数を減じた数とする。 

○ 志願資格 中学校等を卒業または卒業する見込みの者、または学校教育法施行

規則第 95条の各号のいずれかに該当する者とする。 

○ 検査内容 国語、社会、数学、理科、外国語（英語）の学力検査とする。また、

音楽科、体育科では専門教科に係る適性検査を実施することとする。

なお、現行の一般入学者選抜において一部の高等学校で実施してい

る面接は実施しない。 

  ③ 中高一貫教育における連携型入学者選抜（実施時期以外は変更なし） 

○ 実施時期 Ａ日程かＢ日程のいずれかを各高等学校が選択して実施する。 

Ａ日程：大学入学共通テスト実施日以降の直近の火曜日（１月中旬） 

Ｂ日程：２月初め 

○ 募集人員 入学定員内とし、特に定めない。 

○ 志願資格 連携型中高一貫教育を行う中学校を卒業する見込みの者とする。 

○ 選  抜 「学習のまとめ」及び面接等に基づいて行う。 

 

（２）県外志願者の受入れについて 

県外志願者受入れの拡大に向けて、「山形県公立高等学校入学者選抜における県外

志願者受入れに関する要綱」で定めた県外志願者の受入れができる要件を、令和７年

度入学者選抜から「直近３年における入学定員に対する合格者数の割合が連続して

８割に満たない学科」から、「直近２年における入学定員に対する合格者数の割合が

連続して９割に満たない学科」に緩和する。 

 



（３）前期（特色）選抜の一部先行実施について 

   令和４年度及び令和５年度入学者選抜における入学定員に対する合格者数の割合

の平均が７割に満たない普通科を持つ高等学校（全日制）において、令和７年度入

学者選抜から、前期（特色）選抜を先行して実施できることとする。令和７年度に

実施する場合、実施時期は、現行の推薦入学者選抜と同日（令和７年２月３日）、募

集人員は、定員の 30％を上限とし、各高等学校で定め、検査内容については、個人

面接、集団面接、作文から各高等学校で選択することとする。なお、令和７年度に

先行して実施した場合の実施時期等については１年限りとし、令和８年度からの実

施にあたっては、実施時期や募集人員等を改めて定めることができることとする。 



山形県公立高等学校入学者選抜方法の概要

概

要

1.アドミッション・ポリシーに沿った入学者選抜（受検機会の改善）

① 前期（特色）選抜
・実施時期 Ａ日程（１月中旬）かＢ日程（２月初め）のいずれか
・募集人員 各高等学校の各学科の定員の５％以上50％以内
・志願資格 各高等学校で設定した要件（評定等）を満たす者
・検査内容 個人面接 集団面接 作文 発表 その他（実技等）

② 後期（一般）選抜
・実施時期 ３月７日（３月12日に追検査）
・検査内容 国語、社会、数学、理科、外国語（英語）の学力検査

２.県外志願者の受入れ

○ 県外志願者受入れに関する要綱の緩和
・直近３年連続して８割未満の学科→直近２年連続して９割未満の学科

３.前期（特色）選抜の一部先行実施

○ 一部の普通科において、令和７年度入選から前倒しで実施可能
・該当校 Ｒ４,５年度入選における定員に対する合格者の割合の平均が、

７割未満の普通科（実施は申請した高校のみ、今後発表）

○ 定員の３０％を上限、令和７年２月３日実施



山形県公立高等学校入学者選抜の日程比較
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山形県公立高等学校入学者選抜に係る今後のスケジュール

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

第１回検討
委員会(９月)

第２回検討
委員会(１月)

第３回検討
委員会(８月)

第４回検討
委員会(11月)

報告書提出
(12月)

改善方針策定公表
(２月)

Ｒ８入選基本方針
公表(５月)

高校毎の概要公表
(９月)

実施要項説明会
(10月)

Ｒ８入選実施
要項公表(６月)

先行実施（２月）

周知・説明
(中学校・高校・保護者）

前期(特色)選抜
（１or２月）

後期(一般)選抜
（３月）

Ｒ７基本方針公表
（２月）

前期(特色)選抜先行実施
（R7入選より）

先行実施校公表
（３月）

先行実施校概要公表
（８月）

先行実施可能校
谷地、新北、新南、
南陽、米東

周知・説明
(中学校・高校・保護者）


